
空席となっていた助役には前教育長の加藤健

一氏（61）が、収入役には前企画財政局長の長

井義輝氏（58）がそれぞれ選任されました。

また、教育長には前総務局長の堀川武氏（57）

が就任しました。

加藤氏、長井氏の略歴は次の通りです。

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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市の人口 〈11月末現在〉

人　口　518,003人 （＋147）

男　　250,553人 （＋48）

女　　267,450人 （＋99）

世帯数　201,953 （＋215）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

エコープラザ サンデーリサイクル
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ
※月曜休館
�エコかるた大会
日時 １月５日午前10時～正午
申し込み 12月25日（必着）までに住
所、氏名、電話番号、年齢・学年を記入
し、下木戸3-4-2、同プラザへ
�指で編む、アクリルたわし
日時 １月12日午前10時～正午、午後
１時～３時（随時受け付け）
持ち物 極太のアクリル100％の毛糸
申し込み 当日直接同プラザへ

電話加入権の公売
日時 12月17日午前10時から
会場 市役所第１分館301会議室
持ち物 印鑑　※入札により公売。買受
代金は当日午前11時までに現金で納め
てください
問い合わせ 納税課（�内線2366）へ

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み 同館（�279-2113）へ
※月曜休館。幼児は保護者同伴
�手作りクリスマスキャンドル
日時 12月23日午後１時半～２時半
対象 ５歳～中学生先着10人
参加費 300円
�陶器の鈴をつくろう
日時 12月26日、１月12日午後１時半
～３時半（１月12日は午後２時半まで）
対象 小・中学生先着10人
参加費 100円
�門松作り
日時 12月28日午前10時～正午
対象 ５歳～中学生先着20人
参加費 200円

日 曜 納 税 相 談
日時 きょう15日午前10時～午後３時
会場 納税課（市役所本館２階）
問い合わせ 会場（�内線2357）へ

市青年の家 クリスマスコンサート
日時 12月23日午後１時半から
会場 万代市民会館
内容 クリスマスソング、ほか
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同家（会場内�246-7711）へ

小針青山公民館 冬休み子ども映写会
日時 12月21日午前10時半～正午
内容 トイレの花子さん、くまのプーさ
ん～イーヨのおたんじょう日
対象 小学生先着50人
申し込み 同館（西新潟市民会館内�
230-1071）へ　※月曜休館

鳥屋野総合体育館 親子の遊び広場
日時 12月19日午前10時～11時半
対象 幼児と保護者　
※保護者は入場料200円必要　
申し込み 当日直接同館（�241-4600）へ

助　役に加藤健一氏

収入役に長井義輝氏

長井義輝氏 中央大学法
学部卒業後、昭和43年市
役所勤務。企画調整・総
合調整課長、企画・開発
建築部長、産業経済局長
を経て、平成14年４月か
ら企画財政局長。

加藤健一氏 早稲田大学
第１法学部卒業後、昭和
41年市役所勤務。障害福
祉課長、衛生・財政部長、
企画財政局長を経て、平
成13年４月から教育委員
会教育長。
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４
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２
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４
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１
月
13
日
に
市
体
育
館
で

「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

12
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
新
成
人

に
は
、
年
賀
状
で
案
内
を
送

り
ま
す
。
進
学
や
就
職
な
ど

で
本
市
を
離
れ
て
い
る
な
ど
、

案
内
状
が
届
か
な
い
人
も
参

加
で
き
ま
す
。
20
歳
の
記
念

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
体
育
館
南
練
習

場
に
茶
席
を
設
け
ま
す
。

期
日

１
月
13
日

め
て
い
く
。
高
齢
社
会
に
向

け
て
は
、
医
療
・
福
祉
の
一

体
化
を
進
め
『
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
最
先
端
都
市
』

を
目
指
す
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
非
営
利
団
体
）
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
重
視

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

雇
用
の
場
の
確
保
・
拡
大

で
は
、
「
福
祉
・
生
活
ビ
ジ

ネ
ス
産
業
な
ど
小
さ
な
起
業

の
支
援
と
、
エ
コ
タ
ウ
ン
構

想
な
ど
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
、
新
潟
市
の
大

合
併
は
、
財
政
基
盤
の
強
化

以
上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ

篠
田
昭
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
「
市
長
と
語
る
〜
こ
れ

か
ら
の
新
潟
市
政
」
を
、
12

月
21
日
に
市
役
所
本
館
で
開

催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
政
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
篠
田
市
長
が
ひ

ざ
を
交
え
て
、
市
政
に
つ
い

て
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
で

す
。

ま
た
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
終
了
後
、
希
望
者
に
は
市

長
室
の
見
学
会
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
21
日
午
後
２
時

〜
３
時
半
（
開
場
は
午
後
１

時
半
）

会
場

市
役
所
本
館
１
階
ホ

ー
ル

内
容

篠
田
市
長
の
講
演
、

市
民
と
市
長
と
の
質
疑
応

答
、
市
長
室
の
見
学
会

問
い
合
わ
せ

広
報
課
（
�

内
線
２
１
４
２
）
へ

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ

り

篠
田
市
長
が
市
長
就
任
後
、
初
め
て
の
議
会
と
な
る
12
月
定
例
市
議
会
が
４
日
か

ら
開
会
し
ま
し
た
。
提
案
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
篠
田
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
、

「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
」
と
「
雇
用
の
場
の
拡
大
に
よ
る
活
性
化
」
な
ど
、
市
政
運

営
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
で

は
、
「
市
民
一
人
ひ
と
り
の

か
け
が
え
の
な
い
生
命
・
財

産
・
人
権
を
守
り
抜
く
」
こ

と
を
基
本
に
据
え
、
「
新
潟

地
震
や
水
害
な
ど
の
過
去
の

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

ず
、
防
災
体
制
の
整
備
を
進

と
し
、
「
隣
接
す
る
11
市
町

村
と
一
緒
に
な
り
77
万
都
市

が
誕
生
す
れ
ば
、
新
潟
の
拠

点
性
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
は

て
し
ま
う
」
な
ど
、
合
併
へ

の
懸
念
が
住
民
に
多
い
こ
と

に
も
触
れ
、
「
市
役
所
の
組

織
改
革
と
職
員
の
意
識
改
革

を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
懸
念

を
ぬ
ぐ
い
去
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

情
報
公
開
で
は
、
「
行
政

情
報
は
本
来
市
民
の
も
の
で

あ
り
、
原
則
開
示
す
る
」
こ

と
を
基
本
方
針
に
据
え
、

「
情
報
公
開
度
全
国
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

な
ど
の
機
能
と
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、
日
本
全
国
、
世
界

か
ら
多
く
の
人
を
呼
び
込
み

た
い
。
ま
た
、
地
域
の
農
産

品
な
ど
を
活
用
し
、
『
新
潟

の
食
』
を
売
り
出
し
て
い
く
」

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
３
月
ま
で
に
合
併

を
終
え
、
政
令
指
定
都
市
へ

の
移
行
を
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
を
強
調
。
ま
た
、
「
市

役
所
が
市
民
か
ら
遠
く
な
っ

じ
め
、
多
く
の
都
市
型
産
業

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

活
性
化
の
点
で
は
、
「
新

潟
を
訪
れ
る
交
流
人
口
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
る
」
と
し
、
「
12
市
町
村

が
合
併
す
る
こ
と
で
、
た
く

さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
勢
ぞ
ろ

い
す
る
。
白
根
市
の
大
凧
合

戦
な
ど
の
祭
り
や
月
潟
の
角

兵
衛
獅
子
な
ど
の
郷
土
芸
能

な
ど
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
、

来
春
誕
生
す
る
朱
鷺
メ
ッ
セ

１月13日の会場付近の交通規制（午後２時まで）

篠
田
昭
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

市
長
と
語
る
〜
こ
れ
か
ら
の
新
潟
市
政

12月21日

12月定例市議会の初日、壇上で所信表明を行う
篠田市長（下）


